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令
和
元
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

ひ
と
つ
ず
つ

　

い
い
ね
！
で
確
認

　
　
　
　
　

火
の
用
心

　

第
七
二
回
秋
田
県
消
防
大
会
が
、
六
月

二
二
日（
土
）、
由
利
本
荘
市
文
化
交
流
館

カ
ダ
ー
レ
に
お
い
て
、
秋
田
県
副
知
事
堀

井
啓
一
様
な
ど
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
県

内
各
地
域
か
ら
消
防
職
・
団
員
約
六
〇
〇

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、中
田
秋
田
県
消
防
協
会
長
、

長
谷
部
由
利
本
荘
市
長
の
挨
拶
の
後
、
来

賓
を
代
表
し
て
堀
井
副
知
事
、
加
藤
秋
田

県
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
消
防
功
労
者
表
彰
で
は
、

八
事
業
所
が
優
良
事
業
所
と
し
て
知
事
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
一
五
回
消
防
団
員
意
見
発
表

会
で
は
、
各
支
部
か
ら
選
抜
さ
れ
た
九
名

の
方
々
が
、
こ
れ
か
ら
の
消
防
団
活
動
に

対
す
る
提
言
等
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

「
象
潟
九
十
九
島
太
鼓
」
の
勇
壮
な
演
奏

と
「
民
舞
最
上
谷
会
」
に
よ
る
優
雅
で
楽

し
い
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
宣
言
は
、
周
防
由
利
本
荘
市
消
防

団
長
が
、
次
回
開
催
支
部
挨
拶
は
、
鹿
角

支
部
を
代
表
し
澤
口
小
坂
町
消
防
団
長
が

そ
れ
ぞ
れ
行
い
、
大
会
は
成
功
裏
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

第72回    秋田県消防大秋田県消防大会第72回    秋田県消防大秋田県消防大会第72回  秋田県消防大会

秋
田
県
消
防
協
会

　

会
長　

中
田　
　

潤

　

本
日
は
、
秋
田
県
副
知
事
堀
井
啓
一
様

を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
ご
列
席
を

頂
き
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
開
催
で
き
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
常
日
ご
ろ
か
ら
昼
夜
を

問
わ
ず
、
消
防
活
動
に
献
身
的
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

平
成
の
三
十
年
は
、
大
規
模
地
震
や
集

中
豪
雨
、巨
大
台
風
な
ど
、多
様
化
す
る
自

然
災
害
の
ほ
か
、
消
火
に
何
日
も
要
す
る

よ
う
な
大
火
が
全
国
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

県
内
で
も
、
昨
年
五
月
の
大
雨
に
よ
り

家
屋
の
浸
水
な
ど
、
多
く
の
被
害
が
発
生

し
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
い
つ
発
生
す
る
か
予
測

の
つ
か
な
い
災
害
か
ら
、
県
民
の
生
命
と

財
産
を
ま
も
る
た
め
、
私
た
ち
消
防
人

は
、
高
い
士
気
の
下
に
訓
練
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
地
域
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強

め
、
よ
り
強
靱
な
組
織
を
作
っ
て
、
あ
ら

ゆ
る
災
害
や
危
機
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
と
、
決
意
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
微
力
な
が

ら
、
な
お
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
に
は
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

主
催
者
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

★次回開催支部あいさつ
　　澤口小坂町消防団長
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【アトラクション【アトラクション 】【アトラクション【アトラクション 】

象潟九十九島太鼓

民舞最上谷会 民舞最上谷会

【アトラクション】

由
利
本
荘
市
長

 　

長
谷
部　

誠

　

第
七
二
回
秋
田
県
消
防
大
会
が
、
多
数

の
ご
来
賓
の
皆
様
と
、
全
県
各
地
か
ら
消

防
団
員
や
関
係
者
を
お
迎
え
し
て
、
こ
こ

由
利
本
荘
市
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

こ
と
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
日
発
生
し
た
山
形
県
沖
を
震
源
と
す

る
地
震
で
は
、
多
く
の
消
防
団
員
に
警
戒

活
動
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昼
夜
を
問
わ
ず
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
様

に
、深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
就
業
構
造
の
変

化
に
よ
り
、
全
国
的
に
消
防
団
員
数
の
減

少
が
続
い
て
お
り
、
地
域
防
災
力
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
機
能
別
団
員
や
消
防
団
協

力
事
業
所
表
示
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、

本
年
四
月
か
ら
の
消
防
団
応
援
の
店
事
業

に
は
、
多
く
の
賛
同
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
組
が
、
地
域
を
挙
げ
て
の

防
災
力
の
充
実
強
化
に
つ
な
が
る
も
の
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

火
災
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害

に
対
応
す
る
消
防
団
へ
の
期
待
は
、
ま
す

ま
す
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
防
災
力
の
中
核
と
し
て
、
消
防
団

員
の
皆
様
が
よ
り
一
層
活
躍
さ
れ
ま
す
こ

と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

開
催
地
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

秋
田
県
副
知
事

 　

堀
井　

啓
一

　

第
七
二
回
秋
田
県
消
防
大
会
の
開
催
を

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
県
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
に
ご
尽
力
を
頂
い
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
週
発
生
し
た
地
震
で
は
、
当
地
も
大

き
な
揺
れ
を
観
測
し
ま
し
た
。
ま
だ
余
震

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
皆
様
の
お
力
を
お

借
り
し
な
が
ら
、
被
害
が
拡
大
し
な
い
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
昨
年
に
比
べ
火
災
件
数
が
増

え
て
お
り
、
特
に
少
雨
に
伴
う
原
野
火
災

が
多
い
た
め
、
住
民
に
対
し
て
、
野
焼
き

防
止
の
啓
発
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、死
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、冬
を
迎

え
る
前
に
、
皆
様
と
と
も
に
火
災
予
防
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
一
月
、
能
代
市
で
任
務
遂
行
中
の

消
防
職
員
二
名
が
殉
職
す
る
不
幸
な
火
災

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
二
度

と
起
き
な
い
よ
う
、
重
要
な
任
務
の
な
か

に
あ
っ
て
も
、
自
ら
の
安
全
確
保
に
万
全

を
期
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

今
後
も
、
県
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
、
皆
様
の
ご
尽
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

祝　
　

辞
（
要
旨
）

秋
田
県
議
会
議
長

 　

加
藤　

鉱
一

　

第
七
二
回
秋
田
県
消
防
大
会
が
、
全
県

各
地
か
ら
多
数
の
皆
様
の
ご
出
席
の
も

と
、こ
の
よ
う
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

こ
と
を
、心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
常
日
ご
ろ
か
ら
火
災
を
は

じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
し
昼
夜
を
問

わ
ず
献
身
的
な
ご
尽
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
的
に
災
害
が
頻
発
し
て
お

り
、そ
の
規
模
も
広
域
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
週
、
こ
の
由
利
本
荘
市
で
震
度
五
を

観
測
す
る
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
る
地
震

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
予
期
せ
ぬ
災
害
へ
の
対
応

は
、
常
備
消
防
は
も
と
よ
り
、
地
域
に
精

通
し
、
速
や
か
に
対
応
で
き
る
消
防
団
の

活
動
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
防
災

力
の
要
と
し
て
、
県
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
取
組
に
、
な
お
一
層
の
お
力
添
え
を

頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

県
議
会
と
し
て
も
、
皆
様
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
消
防
防
災
体
制
の
更
な
る

充
実
強
化
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
、
更
な
る

ご
活
躍
を
祈
念
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い

た
し
ま
す
。

祝　
　

辞
（
要
旨
）
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　この意見発表会は、消防団員が日ごろの消防団
活動で感じた事柄や経験した事例などの発表を通
じ、消防活動のあるべき姿や消防人としての役割
を再認識し、これからの活動をより充実したもの
にすることを目的に平成17年度から実施している
ものです。
　今回も、各支部から選出された9名の団員が意
見を発表しました。
　なお、発表された意見は、「消防秋田」8月号
から順次紹介します。

第 15 回
消 防 団 員 意 見 発 表 会消 防 団 員 意 見 発 表会

第 15 回
消 防 団 員 意 見 発 表 会消 防 団 員 意 見 発 表会

第 15 回
消 防 団 員 意 見 発 表 会

■優良事業所表彰
　優良事業所表彰は平成9年度から実施され、受賞
事業所は今年度で154事業所となりました。
　表彰された事業所は相当数の消防団員が在職
し、地域の消防活動に積極的に取り組んでいるな
ど、多年にわたって地域の消防団活動に貢献して
きたことが評価されたものです。
　受賞されました事業所には、今後ますますの消
防団活動へのご協力をお願いいたします。

受賞事業所の概要
■株式会社　かなでん
　　　　　鹿角市八幡平字高見田45-1
　　　　　代表取締役　金澤　宗芳
　　　　　電気工事業
　　　　　事業所人員４１名中消防団員３名
■株式会社秋田新電元
　　　　　由利本荘市大浦字上谷地114-2
　　　　　代表取締役社長　松尾　博文
　　　　　半導体素子製造業
　　　　　事業所人員７６２名中消防団員６８名
■秋田ルビコン株式会社
　　　　　由利本荘市東由利舘合上ノ代1-1
　　　　　代表取締役　赤羽　宏明
　　　　　電気機械器具製造業
　　　　　事業所人員２５０名中消防団員３０名
■菊池建設株式会社  
　　　　　由利本荘市大内三川字三川20
　　　　　代表取締役　橋本　一康
　　　　　総合建設業
　　　　　事業所人員９４名中消防団員１４名
■矢島木材乾燥株式会社  
　　　　　由利本荘市矢島町七日町字下山寺42-2
　　　　　代表取締役　佐藤　仁明
　　　　　木質フローリング製造
　　　　　事業所人員４０名中消防団員１０名
■山科建設株式会社 
　　　　　由利本荘市矢島町七日町字曲り渕158-1
　　　　　代表取締役　山科　　優
　　　　　総合建設業
　　　　　事業所人員１１５名中消防団員９名
■佐藤建設株式会社  
　　　　　由利本荘市鳥海町上笹子字沖23-4
　　　　　代表取締役　佐藤　安隆
　　　　　総合建設業
　　　　　事業所人員２８名中消防団員５名
■磐田電工株式会社秋田工場
　　　　　由利本荘市岩城赤平字川ノ上267
　　　　　代表取締役　櫻井　一幸
　　　　　製造業
　　　　　事業所人員７８名中消防団員７名

令和元令和元年度年度
消 防 功 労 者 表消 防 功 労 者 表 彰

令和元令和元年度年度
消 防 功 労 者 表消 防 功 労 者 表 彰

発表者とテーマ

佐々木　恵　子　　にかほ市消防団　部長
　　「消防団員としての今までの私　そしてこれからの私」

本　間　　　満　　美郷町消防団　分団長
　　「消防団のお仕事」

土　谷　久　男　　横手市消防団　部長
　　「消防団での活動について」

石　垣　　　亮　　羽後町消防団　副分団長
　　「私の体験談とこれからの消防団活動について思うこと」

田　口　義　博　　鹿角市消防団　分団長
　　「全国への思い」

鎌　田　　　敏　　大館市消防団　副分団長
　　「経験をつないで地域を守る」

川　村　忠　寛　　八峰町消防団　団員
　　「火をつける？消防団員」

石　井　　　巧　　五城目町消防団　分団長
　　「私の消防人生」

山　内　　　満      秋田市消防団　班長
　　「サラリーマン化が進む中での効果的な活動方策について」

（発表順）

令和元年度
消 防 功 労 者 表 彰
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由
利
本
荘
に
か
ほ
支
部

由
利
本
荘
市
消
防
団　

団
長　
　
　
　
　
　

周
防　

彦
宗 

大　

会　

宣　

言
（
全
文
）

　

地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を

確
保
す
る
た
め
、
火
災
の
防
ぎ
ょ
活
動
は

も
と
よ
り
、
近
年
複
雑
多
様
化
す
る
災
害

へ
の
対
応
と
、
私
た
ち
が
果
た
す
べ
き
役

割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
こ
こ
に
、
第
七
二
回
秋
田
県
消
防

大
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
の
消
防
関
係
者

が
一
堂
に
会
し
て
、
わ
れ
ら
消
防
人
が
直

面
し
て
い
る
現
状
を
再
認
識
し
、
決
意
を

新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
に
根
付
く
郷
土
愛
、
歴
史
輝
く
崇

高
な
消
防
精
神
と
強
固
な
団
結
の
も
と
、

地
域
防
災
力
の
中
核
と
し
て
、
地
域
住
民

か
ら
の
信
頼
と
負
託
に
応
え
る
こ
と
を
こ

こ
に
宣
言
し
ま
す
。

令
和
元
年
六
月
二
二
日　

　

六
月
一
四
日（
金
）、日
本
消
防
会
館（
東

京
都
港
区
虎
ノ
門
）に
お
い
て
、令
和
元
年

度
日
本
消
防
協
会
定
時
評
議
員
会
が
開
催

さ
れ
、
平
成
三
〇
年
度
事
業
報
告
及
び
決

算
な
ど
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、

黒
田
武
一
郎
消

防
庁
長
官
が
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
協
議

事
項
で
は
「
防

災
・
減
災
推
進

の
な
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
環

境
を
さ
ら
に
整

備
す
る
た
め
に
」、「
国
庫
補
助
制
度
の
活

用
に
つ
い

て
」
な
ど
三

件
に
つ
い
て

異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
ほ

か
、「
新
日
本

消
防
会
館
の

建
設
に
つ
い

て
」
な
ど
五

件
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

令
和
元
年
度

  

定
時
評
議
員
会

　
　
　

 （
公
財
）
日
本
消
防
協
会

秋本日消会長

　

六
月
二
五
日（
火
）、
ル
ポ
ー
ル
み
ず
ほ

（
秋
田
市
山
王
）に
お
い
て
、
令
和
元
年
度

女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
「
第
一

回
開
催
準
備
委
員

会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
委
員
会
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

を
よ
り
内
容
の
充
実

し
た
も
の
に
す
る
た

め
、
主
役
で
あ
る
女

性
消
防
団
員
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
こ
とを

目
的
に
、
平
成
二
九

年
度
か
ら
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
九
名
の
委

員
の
う
ち
四
名
が
交
代

し
、
全
員
出
席
の
も

と
、
開
催
日
時
や
会
議

の
内
容
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

　

七
月
三
〇
日（
火
）

に
二
回
目
の
委
員
会

を
開
催
し
会
議
の
内

容
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
検
討
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　
　
　

開
催
準
備
委
員
会



































　

六
月
七
日（
金
）、
ル
ポ
ー
ル
み
ず
ほ
に

お
い
て
、
市
町
村
の
担
当
者
な
ど
五
〇
名

が
出
席
し
、
消
防
実
務
担
当
者
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
日
本

消
防
協
会
の
各
種
共

済
事
業
に
つ
い
て
説

明
し
た
ほ
か
、
当
協

会
の
令
和
元
年
度
事

業
計
画
や
日
ご
ろ
の

実
務
に
関
す
る
留
意

事
項
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

消
防
実
務
担
当
者
会
議

　
　
　
（
一
財
）秋
田
県
消
防
協
会



































黒田消防庁長官

象潟九十九島太鼓準備中の一コマ



(５）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 令和元年７月15日（毎月１回15日発行）　№785

１．目　　的　少年少女の防火意識を高めるとともに、一般県民の防火思想の普及啓発を図ることを目的
　　　　　　　とする。
２．主　　催　秋田県・一般財団法人 秋田県消防協会
３．後　　援　秋田県教育委員会・秋田魁新報社・ＮＨＫ秋田放送局
４．募集規定　⑴　ポスター
　　　　　　　　イ　色数、表現方法は自由とし、防火思想の普及に適するものであること
　　　　　　　　ロ　大きさはＢ３版又は画用紙四つ切大（54㎝×38㎝）程度であること
　　　　　　　　ハ　一人一点とする
　　　　　　　⑵　応募資格　県内の小・中学校の児童生徒
　　　　　　　⑶　募集期間　2019年９月１日～12月31日（12月31日の消印有効）
　　　　　　　⑷　審　　査　学識経験者・秋田魁新報社・ＮＨＫ秋田放送局・秋田県
　　　　　　　　　　　　　　（一財）秋田県消防協会で構成する審査会において行います。
　　　　　　　⑸　入賞発表　2020年２月上旬頃、秋田魁新聞紙上にて発表
　　　　　　　⑹　　 賞 　　次の入賞者には、学校を通じて賞状と図書カードを贈呈します。
　　　　　　　　　　　　　　小学生の部　一席１名、二席２名、三席３名、佳作10名まで
　　　　　　　　　　　　　　中学生の部　一席１名、二席２名、三席３名、佳作10名まで
　　　　　　　　　　　　　　一席5,000円　二席3,000円　三席2,000円　佳作1,000円
５．募集条件　⑴　応募は未発表の作品に限る。
　　　　　　　⑵　応募作品は原則として返却できません。（返却を希望される場合、選外作品に限り送料
　　　　　　　　　着払いにてお返ししますので、事前にお申し出ください）
　　　　　　　　　入賞作品の版権は主催者に帰属します。
　　　　　　　⑶　募集規定に違反した作品は採用いたしません。
　　　　　　　⑷　作品には市町村名、学校名、学年、氏名（ふりがな）、性別を記入した
　　　　　　　　　名札（たて６㎝よこ20㎝程度）を作品の右下に必ず貼り付けてください。
　　　　　　　　　【記入例】　　※ふりがなは必ずご記入ください。

６．ポスターの作製
　　　　　　　一席に入賞した作品どちらか1点で防火ポスターを作製しますので、作者の学校名・学年
　　　　　　　・氏名をポスターに記載することを予めご了承ください。
７．送 り 先　〒010-0951　秋田市山王4-1-2　秋田地方総合庁舎5階
　　　　　　　一般財団法人 秋田県消防協会あて　お問合せ先　TEL 018-867-7320
　　　　　　　※ 作品を送付される場合、送料は応募者がご負担ください。

令和元令和元年度年度 防火ポスターコンクール募集要項防火ポスターコンクール募集要項令和元令和元年度年度 防火ポスターコンクール募集要項防火ポスターコンクール募集要項令和元令和元年度年度 防火ポスターコンクール募集要項防火ポスターコンクール募集要項令和元年度 防火ポスターコンクール募集要項

平
成
29
年
度
作
品

平
成
30
年
度
作
品

市町村名

学　年

学　　校　　名

（ふ　り　が　な）
氏　　　　　　名

性　

別

一
席

一
席

一
席

能
代
市
立
能
代
第
一
中
学
校　

　
　

２
年　

佐
々
木
愛
梨

さ　

さ　

き

あ
い
り

横
手
市
立
横
手
北
中
学
校　
　

　
　

２
年　

高
橋　

美
咲

た
か
は
し

み
さ
き

にかほ市立金浦小学校
　１年　齋藤　　航

さいとう わたる



　№785（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 令和元年７月15日（毎月１回15日発行）（６)

秋田県横手市寿町１番28号
ＴＥＬ　（0182）（32）3880
ＦＡＸ　（0182）（32）0839

ホームページ　http://it-yokote.sakura.ne.jp/
E -ma i l　ykttkg@jasmine.ocn.ne.jp

　秋田県総合防災課では、この度平成31年４月１日現在の消防団員数の速報値を集計しましたので、その
概要をお知らせします。
１．消防団員数は16,275人
　　　消防団員数は減少傾向にあり、前年同期比378人減の16,275人となりました。
　　条例定数充足率は87.72％、被雇用化率（サラリーマン化率）は77.9％となっています。
       
                

２．女性消防団員は 6人増の390人
　　　女性消防団員は年々増加しており、前年同期比6人増の390人となりました。
　　横手市内の消防団の統合により、消防団数は19団となっています。
       
                

３．機能別団員は14消防団、817人
　　　機能別団員制度が県内に導入されたのは平成19年度からですが、年々増加しており、
　　前年同期比101人増の817人となりました。

平成31年度消防団員数の概要

 H26. 4. 1 H27. 4. 1 H28. 4. 1 H29. 4. 1 H30. 4. 1 H31.4.1
消防団員数 17,491人 17,320人 17,177人 16,900人 16,653人 16,275人
前年同期比 - 53人 - 171人 - 143人 - 277人 -247人 -378人
条例定数充足率 89.32％ 88.68％ 89.86% 88.92%  88.26% 87.72%

 H26 4. 1 H27. 4. 1 H28. 4. 1 H29. 4. 1 H30. 4. 1 H31.4.1
女性消防団員数 317人  324人  355人  362人  384人  390人  
前年同期比 ＋ 69人  ＋ 7人  ＋ 31人  ＋ 7人  ＋ 22人  ＋ 6人
女性団員採用消防団数 20団  21団  21団  22団  25団  19団

 H26 4. 1 H27. 4. 1 H28. 4. 1 H29. 4. 1 H30. 4. 1 H31.4.1
機能別団員数 287人  351人  512人  594人  716人  817人
前年同期比 ＋ 79人  ＋ 64人  ＋ 161人  ＋ 82人  ＋122人  ＋101人
機能別団員制度導入消防団数  6団  7団  8団  9団  12団  14団

　消防団・消防団員とは
　消防団は､消防本部や消防署と同様に市町村の消防機関の一つです。
　消防団員は、本業を持ちながらも「自らの地域は自らで守る」という
郷土愛護の精神に基づいて、地域の安全・安心を確保するために活動す
る非常勤特別職の地方公務員です。

　消防団員の減少で、地域防災力の低下が懸念
　本県の消防団員数は、昭和31年には3万6千人が在籍していました
が、年々減少し続け、平成31年４月1日現在には半分を割り込み、1万

消防団員募集
地域の安心と安全を守るために、
　　　あなたにもできることがあります。

6,275人となりました。
　地域の消防防災力の低下が懸念されています。 

　多くの方の消防団入団を期待
　消防団は、地域防災の中核的な存在で、地域の安全・安心を確保する
ために大変重要な組織です。
　一人でも多くの方に、消防団活動に参加いただけることを期待してい
ます。
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平成31年度消防団員数（平成31年4月1日現在）
（単位 : 人、％）

地域名

鹿　角

北秋田

山　本

南秋田

秋　田

由　利

仙　北

横　手

雄　勝

計

消防団名 総数 団員数 増減数男性 女性

実　団　員　数 前年同期比較
条例
定数

定　数
充足率

女　性
団員率

うち
機能別
団員数

 892 813 783 30 81 91.14 3.69 822 - 9

 170 132 130 2 0 77.65 1.52 138 - 6

 1,062 945 913 32 81 88.98 3.39 960 - 15

 1,180 1,034 941 93 58 87.63 8.99 1,077 - 43

 760 649 614 35 0 85.39 5.39 664 - 15

 100 81 81 0 0 81.00 0.00 83 - 2

 2,040 1,764 1,636 128 58 86.47 7.26 1,824 - 60

 850 692 678 14 69 81.41 2.02 696 - 4

 125 111 111 0 0 88.80 0.00 112 - 1

 507 436 430 6 60 86.00 1.38 444 - 8

 330 255 250 5 19 77.27 1.96 262 - 7

 1,812 1,494 1,469 25 148 82.45 1.67 1,514 - 20

 820 743 728 15 39 90.61 2.02 719  24

 508 446 427 19 0 87.80 4.26 453 - 7

 205 151 144 7 0 73.66 4.64 159 - 8

 85 72 72 0 0 84.71 0.00 74 - 2

 145 120 115 5 3 82.76 4.17 114  6

 67 60 60 0 12 89.55 0.00 61 - 1

 1,830 1,592 1,546 46 54 86.99 2.89 1,580  12

 2,100 1,810 1,784 26 128 86.19 1.44 1,861 - 51

 1,802 1,610 1,598 12 197 89.35 0.75 1,640 - 30

 580 534 522 12 64 92.07 2.25 555 - 21

 2,382 2,144 2,120 24 261 90.01 1.12 2,195 - 51

 1,375 1,169 1,138 31 0 85.02 2.65 1,216 - 47

 630 558 543 15 27 88.57 2.69 575 - 17

 405 346 346 0 11 85.43 0.00 347 - 1

 2,410 2,073 2,027 46 38 86.02 2.22 2,138 - 65

 2,500 2,272 2,243 29 18 90.88 1.28 2,369 - 97

 1,705 1,590 1,566 24 31 93.26 1.51 1,599 - 9

 513 424 424 0 0 82.65 0.00 443 - 19

 200 167 157 10 0 83.50 5.99 170 - 3

 2,418 2,181 2,147 34 31 90.20 1.56 2,212 - 31

 18,554 16,275 15,885 390 817 87.72 2.40 16,653 - 378

鹿角市

小坂町

　　　地域計

大館市

北秋田市

上小阿仁村

　　　地域計

能代市

藤里町

三種町

八峰町

　　　地域計

男鹿市

潟上市

五城目町

八郎潟町

井川町

大潟村

　　　地域計

秋田市

由利本荘市

にかほ市

　　　地域計

大仙市

仙北市

美郷町

　　　地域計

横手市

湯沢市

羽後町

東成瀬村

　　　地域計

　25消防団



　№785（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 令和元年７月15日（毎月１回15日発行）（８)

モリタ消防ポンプ シ バ ウ ラ ポ ン プ

秋田市山王六丁目10番９号　ＴＥＬ 018（863）1551㈹
　　　　猿田興業ビル３Ｆ　ＦＡＸ 018（824）3651

　

令
和
元
年
五
月
五
日（
日
）、
秋
田
市
の

八
橋
運
動
公
園
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
日

恒
例
の
「
消
防
と
子
ど
も
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
令
和
最
初
の
開
催
と
な
っ

た
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
は
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

初
期
消
火
や
応
急
手
当
、
ち
び
っ
こ
レ

ス
キ
ュ
ー
の
ほ
か
、
ミ
ニ
制
服
や
ミ
ニ
防

火
衣
の
着
せ
替
え
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
に
火
災
予
防
や
消
防
活
動
に
つ
い

て
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
体
験
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
は
し
ご
車
や
救
急
車
、
救

助
工
作
車
な
ど
の
常
備
消
防
車
両
に
加
え

て
、
消
防
団
に
配
置
さ
れ
て
い
る
最
新
の

救
助
資
機
材
搭
載
型
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
関
心
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

　

親
子
で
団
員
用
の
防
火
衣
を
着
装
し
て

記
念
撮
影
す
る
な
ど
、
最
新
の
消
防
団
車

両
や
資
機
材
に
触
れ
、
消
防
団
員
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
で
、
入
団
促
進
は
も
と
よ

り
消
防
団
に
対
す
る
市
民
の
理
解
を
広
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

秋
田
市
支
部
で
は
、
今
後
も
常
備
消
防

と
連
携
し
、
市
民
と
消
防
団
が
直
接
触
れ

合
う
積
極
的
な
広
報
活
動
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〔
情
報
提
供
＝
秋
田
市
支
部
〕

協
会
事
務
局
お
休
み
の
お
知
ら
せ

　

今
年
の
お
盆
休
み
は
八
月
一
三
日

（
火
）か
ら
一
五
日（
木
）ま
で
と
し
、

協
会
事
務
局
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

＝ 

速

報

速

報

値 

＝

火
災
の
発
生
状
況

火
災
の
発
生
状
況

火
災
の
発
生
状
況

火
災
の
発
生
状
況

＝ 

速

報

速

報

値 

＝

（
秋
田
県
総
合
防
災
課
調
べ
）

火
災
の
発
生
状
況

＝ 

速

報

値 

＝

建　　物
林　　野
車　　輌
そ の 他
合　　計
死 者 数
負傷者数

20
14
- 7
25
52
2
16

9
1
0
2
12
1
3

166
14
39
72
291
18
46

80
12
20
43
155
10
23

7
2
2
6
17
0
4

100
26
13
68
207
12
39

16
3
2
8
29
1
7

令和元年 平成30年 同期比較
６月 累計 累計６月 年計 ６月 累計

消
防
と
子
ど
も
の
集
い
を
開
催


